



































































































































































乃安者礼堂万部良武也宇奈梨之御心者部尓加ゝ留のあはれたまへらむやうなりし御心はへにかゝる与春可毛人八以天於者須留物奈利気梨登安里よすかも人はいておはする物なりけりとあり加多宇美多天末川里之越大可多乃世乃事止以比かたうみたてまつりしを大かたの世の事といひ奈可良又堂能無加多那幾御安利佐万己楚可那之なから又たのむかたなき御あ さまこそかなし気礼登徒布也幾奈計久左流可 仁安里川幾堂利けれとつふやきなけくさる にありつきたり志安那多能登之比八以婦可比奈起 比之左 免奈礼しあなたのとし比はいふかひなき ひしさ めなれ天須久之堂末婦遠中〳〵須己之与川幾天 良比尓てすくしたまふを中〳〵すこしよつきて らひに希流年月尓以登多部可多久於毛比奈希久遍之ける年月にいとたへかたくおもひなけくへし須己之裳左天安里奴部幾人〳〵八越乃徒可良末比里すこしもさてありぬへき人〳〵はをのつからまひり
【蓬生】
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閑ゝ流末川之幾安多里登於毛比安那川利天以比かゝるまつしきあたりとおもひあなつりていひ久類遠連以乃女房以可ゝ盤世無楚己曽八与能川くるをれいの女房いかゝはせむそこそはよのつ祢乃事止天登利末起良八之徒 女尓知閑幾ねの事とてとりまきらはしつゝめにちかき気不安寿能美久流之左越徒久呂者武登春流登けふあすのみくるしさをつくろはむとすると幾毛安留越以美之宇以左女給比天見与登於毛比多きもあるをいみしういさめ給ひて見よとおもひた末比天己楚志越可世堂末比気女奈登天可加呂〳〵まひてこそしをかせたまひけめなとてかかろ〳〵之起人能家乃可左里登八奈左無奈起人乃しき人の家のかさりとはなさむなき人の御保以堂可者無可安八礼奈流事 能多末比御ほいたかはむかあはれなる事 のたまひ天左流王左八世左勢給 寸波可那幾己登尓天てさるわさはせさせ給 すはかなきことにて
【蓬生】
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宮遠八婦与宇能物尓布三寸起天与里己左里気宮をはふようの物にふみすきてよりこさりけ礼八閑久以美之起能良也宇奈礼登毛左寸加丹れはかくいみしきのらやうなれともさすかに志無天无能宇知波可利八安里之御志川羅比しむてんのうちはかりはありし御しつらひ閑者良須徒屋ゝ閑仁加以者起奈登寸流比止かはらすつやゝかにかいはきなとするひと毛那之知里八徒毛礼登満幾累ゝ事奈起宇もなしちりはつもれとまきるゝ事なきう流者之起御須万井尓天安可之久羅之給不るはしき御すまゐにてあかしくらし給ふ者可那幾布 歌物可多里奈登也宇能春左美はかなきふ 歌物かたりなとやうのすさみ事尓天己楚川礼〳〵遠毛末起良八之思日奈久事にてこそつれ〳〵をもまきらはし思ひなく佐無流王左奈女礼左也宇能古登尓 心遠楚久さむるわさなめれさやうのことに 心をそく
【蓬生】
15








毛能之給婦和左登己乃末之加良祢止於乃徒可良ものし給ふわさとこのましからねとおのつから又以楚久事那幾保止八於奈之心奈流婦三加与又いそく事なきほとはおなし心なるふみかよ八之奈登宇知之天己楚和可幾人 木草仁川はしなとうちしてこそわかき人 木草につ希天裳心遠奈久左女堂末不遍希連登於也乃けても心をなくさめたまふへけれとおやの毛天可之徒幾給比之御心遠幾天能 ゝ仁世乃中もてかしつき給ひし御心をきての ゝに世の中越川ゝ末之起物尓於本之天末礼尓裳古登可与比をつゝましき物におほしてまれにもことかよひ給不遍幾御安多里越毛左良仁奈礼堂末八寸布給ふへき御あたりをもさら なれたまはすふ里仁堂累美津之安希天加良毛里者己也能登りにたるみつしあけてからもりはこやのと之閑久也姫農物可多利乃恵耳加幾堂累しかくや姫の物かたりのゑにかきたる
【蓬生】
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裳奈計連登須ゝ奈登止利与世給八春可也宇耳もなけれとすゝなととりよせ給はすかやうに宇累者之久楚毛能之堂末比希留侍従奈止以比之うるはしくそものしたまひける侍従なといひし御女能登己能美己楚年比安久可礼者天奴物尓天御めのとこのみこそ年比あくかれはてぬ物にて左婦良比川連登閑与比末比里之斎院宇勢さふらひつれとかよひまひりし斎院うせ給比奈登之天以登堂部可多久古ゝ路本曽幾耳給ひなとしていとたへかたくこゝろほそきに此姫君能者ゝ北乃方乃者良加良世仁於知布礼天此姫君のはゝ北の方のはらから世におちふれて春里也宇能幾堂能可多仁成給部流安利希利武春女すりやうのきたのかたに成給へるありけりむすめ登毛閑之川幾帝与呂之 和可人登毛ゝ無気尓ともかしつきてよろし わか人とも むけに志良奴所与里於也登毛ゝ末宇天可与比之越 思天しらぬ所よりおやともゝまうてかよひしを 思て
【蓬生】
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者安那尓久古登〳〵之也心悲止川尓於保之安可流登毛はあなにくこと〳〵しや心ひとつにおほしあかるとも左累也宇者良仁年遍給布人遠大将殿毛屋無さるやうはらに年へ給ふ人を大将殿もやむ己止那久志毛於毛比幾己衣堂末八之奈登衣无之宇ことなくしもおもひきこえたまはしなとえんしう気比希利佐留保止尓気仁世中仁遊留左礼給比けひけりさるほとにけに世中にゆるされ給ひ天宮己仁可遍利給登安女能志多乃与路己比尓天て宮こにかへり給とあめのしたのよろこひにて堂知左八久和礼毛以 天人与里左起尓布可幾心たちさはくわれもい て人よりさきにふかき心左之越御覧世良礼武登乃美於毛比幾遠不於登さしを御覧せられむとのみおもひきをふおと己女耳川気天堂可起遠毛久多礼留越毛人農こ女につけてたかきをもくたれるをも人の心者遍遠美給不仁安八礼耳於本之志累古止左満〳〵心はへをみ給ふ あはれにおほししることさま〳〵
【蓬生】
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可無可以登心久流之起遠登天楚ゝ能可之幾己遊かむかいと心くるしきをとてそゝのかしきこゆ礼止猶閑久加気者那連天比佐 宇奈利給比れと猶かく けはなれてひさ うなり給ひ奴留人耳堂能美遠可計給御心農宇知仁左利登毛ぬる人にたのみを け給御心のうちに りとも安利遍天裳於保之以津留徒井天安良之也八安八礼ありへてもおほしいつるつゐてあらしやはあはれ仁心布可起契越之給比之尓和可身八宇久 閑久に心ふかき契をし給ひしにわか身はうく く王寸良礼多流尓己楚安連風乃川天尓毛 連可久わすられたるにこそあれ風のつてにも れかく以美之幾安利様遠起ゝ川計堂末八ゝ加那良春止婦良いみしきあり様をきゝつけたまはゝかならすとふら比以天給比天武登年比於本之気礼八於保可多ひいて給ひてむと年比おほしけれはおほかた乃御家為毛安里之与里気仁安左末之気礼登の御家ゐもありしよりけにあさましけれと
【蓬生】
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尓八己院乃御礼宇能御八講世中遊寸利天にはこ院の御れうの御八講世中ゆすりて志太末不己登耳僧奈登八奈部天乃 女左寸左盈春したまふことに僧なとはなへてのはめさすさえす久礼於己那比尓之美堂宇登幾閑幾里越衣くれおこなひにしみたうときかきりをえ羅世給希礼八己乃世无之乃君万以利給遍利らせ給けれはこのせんしの君まいり給へり気利可部里左満尓堂知与里給比天志可〳〵権けりかへりさまにたちより給ひて か〳〵権大納言殿乃御八講耳満以利天侍川留奈利大納言殿の御八講にまいりて侍つるなり以登可之古宇以気累浄土能可左里仁於止良寸以可いとかしこういける浄土のかさりにおとらすいか免之宇於毛之呂幾己止ゝ裳乃可起利遠奈武之めしうおもしろきことゝものかきりをなむし給川留仏本左川農遍无気乃身仁己楚毛能之給つる仏ほさつのへんけの身にこそ し
【蓬生】
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羅無乃心尓天堂天末川留遍幾御左宇楚久らむの心にてたてまつるへき御さうそく奈登帝宇之天与起車仁能利 於毛ゝ地気之幾なとてうしてよき車 のり おもゝちけしき本己利可尓物於毛比奈計那留佐万之天遊久利毛那久ほこりかに物おもひなけなるさましてゆくりもなく者之里幾天門安気左須留与里人王呂久左比之はしりきて門あけさするより人わろくさひし幾古登可起利毛那之比多里美幾能登毛三那与路きことかきりもなしひたりみきのともみなよ保比堂宇礼尓気礼八遠能己登毛多寸希天登可久ほひたうれにけれはをのこともたすけてとかく安希佐八久以徒連可己乃左比之幾也登耳裳閑あけさはくいつれかこのさひしきやとに か那良春和気多流安登阿奈留美川農道登堂ならすわけたるあとあなるみつの道とた登留王川可尓美奈美於毛天乃可宇之安気堂流尓とるわつかにみなみおもてのかうしあけたるに
【蓬生】
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遍給八寸以登宇礼之支事奈礼登世尓ゝ奴へ給はすいとうれしき事なれと世にゝぬ左満尓天奈仁可盤加宇那可良己楚久知毛宇勢女さまにてなにか かうなからこそくちもうせめ登奈武思者部流登乃三能多末遍八気仁之閑となむ思はへるとのみのたまへはけにしか奈無於保左流遍気礼止以気流身越須天加久なむおほさるへけれといける身をすてかく武久川気起春末比寸流堂久比八者部良寸也むくつけきすまひするたくひははへらすや安良武大将殿乃徒久利美可起給者無己楚 比あらむ大将殿の くりみかき給はむこそ ひ幾可部堂満乃宇天那尓裳奈利加遍良女登八堂乃きかへたまのうてなにもなりかへらめとはたの毛之宇盤侍礼登堂ゝ以末八兵部卿乃宮農もしうは侍れとたゝいまは兵部卿の宮の御武寸女与里外に心王気堂末不可多裳那可御むすめより外に心わけたまふかたもなか
【蓬生】
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奈流保登乃夕徒久夜尓道乃本止与呂川乃事なるほとの夕つく夜に道のほとよろつの事於本之以天ゝ於者寸累仁加多裳那久安連多流おほしいてゝおはするにかたもなくあれたる家農己多知志計久毛里乃也宇那留越春起給家のこたちしけくもりのやうな をすき給婦於保幾那留松耳藤農左起閑 天月ふおほきなる松に藤のさきかゝ て月影耳奈比幾堂累風耳徒幾天左登尓本不可影になひきたる風につきてさとにほふ奈川可之久楚己者可登那幾加本利奈里橘尓加者利なつかしくそこはかとなきかほりなり橘にかはり天於可之希礼八左 以天給部流尓也那幾毛以多宇ておかしけれはさ いて給へるにやなきもいたう志多利天津以知尓毛左者良祢八美多礼布之したりてついちにもさはらねはみたれふし堂利美之心知須留木多知可那止於本春八者也宇たりみし心ちする木たちかなとおほすは やう
【蓬生】
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連八外尓奈武毛能之給不左礼止於保之王久れは外になむものし給ふされとおほしわく末之起女奈無者部流登以婦己恵以多宇祢比ましき女なむ へるといふこゑいたうねひ春起多礼登幾ゝ之老人登幾ゝ志利多利すきたれときゝし老人ときゝしりたり宇知仁八於毛比毛与良寸加利幾奴須可多那留於止己うちにはおもひもよらすかりきぬすかたなるおとこ志能比也可尓毛天那之奈己也可那連八美那良 寸しのひやかにもてなしなこやかなれはみなら す奈利仁希流女尓天毛之幾川祢奈登乃遍无希なりにけるめにてもしきつね とのへんけ尓也止於保由連登知可宇与里天堂之閑尓にやとおほゆれとちかうよりてたしかに奈武宇気給者良末本之幾加者羅奴御安利なむうけ給はらまほしきかはらぬ御あ佐万奈良八堂川祢幾古衣左世給遍 御古ゝさまならはたつねきこえさせ給へ 御こゝ
【蓬生】
48








武徒可之希礼八与之〳〵末川閑久奈武幾古衣むつかしけれはよし〳〵まつかくなむきこえ左世無登天満以利奴奈登可以登比左之閑利徒させむとてまいりぬなとかいとひさしかりつ留以可尓楚昔乃安 毛美衣奴与毛起農志計左るいかにそ昔のあ もみえぬよもきのしけさ可那止能給部者志可〳〵奈武堂登利与里天侍利かなとの給へはしか〳〵なむたとりよりて侍り徒留侍従可遠者乃少将登以比侍之於以人奈无つる侍従かをはの少将といひ侍しおい人なん加者良奴己恵尓天者部利川留登安利佐万幾己かはらぬこゑにてはへりつるとありさまきこ遊以三之宇安八礼耳閑ゝ類之希起中仁奈尓ゆいみしうあ れにかゝるしけき中になに心知之天須久之給不良武以満 天登八左利心ちしてすくし給ふらむいまゝてとはさり気流与登和可御心農奈左計那左毛於本之けるよとわか御心のなさけなさもおほし
【蓬生】
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礼之由可利仁見以連堂万八佐利希留越己乃れしゆかりに見いれたまはさりけるをこの人々農加宇能御加良比川耳入堂利気累可人々のかうの御からひつに入たりけるか以登奈徒可之起香之堂流遠太天末 里いとなつかしき香したるをたてま り希礼八伊可ゝ八世無仁幾可部給天加乃須ゝ希けれはいかゝはせむにきかへ給てかのすゝけ多累御木丁比幾与勢天於 寸入堂末比天たる御木丁ひきよせてお す入たまひて登之比農遍 天尓毛心者可利八加者良 奈無とし比のへ てにも心はかりはかはら なむ思日也里幾古衣徒留越左之裳於止呂 比給八思ひやりきこえつるをさしもおとろ ひ給は奴宇良女之左仁以末ゝ天心美幾古衣徒留遠杉ぬうらめしさにいまゝて心みきこえつるを杉奈良奴己堂知能志累左仁盈春起天奈武末計ならぬこたちのしるさにえすきてなむまけ
【蓬生】
54





















花農堂与利仁春起奴者可利可登志能比也可花のたよりにすきぬはかりかとしのひやか尓宇知美之呂幾 末部累気八比毛袖乃 毛にうちみしろき まへるけはひも袖の も武可之与利盤祢比末左利給部流尓也登於保むかしよりはねひまさり給へるにやとおほ左流月入可多尓奈利天西乃川万登乃安幾さる月入かたになりて西のつ とのあき堂累与里佐者留部幾和 殿堂川屋毛那久たるよりさは へきわ 殿たつやもなく軒農徒末毛能己利奈気礼八以登者那也可尓左之軒のつまものこりなけれはいとはなやかにさし以利堂礼八安堂利〳〵美由留仁無可之仁可いりたれはあたり〳〵みゆるにむかしにか
【蓬生】
58


























君者以尓之遍尓毛満左利堂累御以幾本以乃君はいにしへにもまさりたる御いきほいの保登尓天物農於毛比也里毛満之天楚以ほとにて物のおもひやりもましてそい給比耳気礼八己末也可耳 保之遠起天給ひにけれはこまやかに ほしをきて堂累仁尓本比以天ゝ宮能宇知 宇〳〵人免たるににほひいてゝ宮のうち う〳〵人め美衣木草乃者毛堂ゝ須己久安八礼尓美奈みえ木草のはもたゝすこくあはれにみな左礼之越屋利水可起者良比世無左以農されしをやり水かきはらひせむさいの毛登堂知裳須ゝ 宇志那之奈登志天古止もとたちもすゝ うしなしなとしてこと那留於保衣那幾志毛気以之乃己止尓川可遍なるおほえなきしもけいしのことにつかへ末本之幾八加久御心登ゝ女天於保左累ゝ事まほしきはかく御心とゝめておほさる 事
【蓬生】
64


























【関屋】６　奈礼止京尓加部利寸見給天又乃止之乃なれと京にかへりすみ給て又のとしの秋曽比多知者乃本里介流世起入日志毛己秋そひたちはのほりけるせき入日しもこ乃殿以之山丹御久八无 多之仁末宇天給比の殿いし山に御くはん たしにまうて給ひ気利京与利可乃幾能可見奈止以比之己止毛けり京よりかのきのかみなといひしことも武可部耳幾多流人〳〵己 殿閑久満宇天むかへにきたる人〳〵こ かくまうて給不遍之登徒気ゝ連者美知能程左波可之給ふへしとつけゝれはみちの程さはかし可利奈无毛乃楚止天末多安可月与利以曽幾かりなんものそとてまたあか月よりいそき気留遠女車於保久止古呂世宇遊留起久けるを女車おほくところせうゆるきく累耳比多気奴宇知以天乃者万久流程耳るにひたけぬうちいてのはまくる程に





















己万里奈止申須武可之王羅八丹天以止武徒万こまりなと申すむかしわらはにていとむつま志宇羅宇堂起毛乃尓之給比之 者加宇婦里しうらうたきものにし給ひし はかうふり奈止衣之末天己乃御止久丹可久礼多利 遠なとえしまてこの御とくにかくれたり を於保衣奴与乃左者起安里之古呂毛乃ゝ起古衣おほえぬよのさはきありしころものゝきこえ耳者ゝ可利天比多知仁久多利之遠曽寸 之にはゝかりてひたちにくたりしをそす し心遠幾天止之己呂八於保之介礼止以呂丹毛心をきてとしころはおほしけれといろにも以多之給者寸武可之乃也宇丹己楚安良祢止 越いたし給はすむかしのやうにこそあらねと を志多之起以遍人乃宇知尓八加曽部堂万比介利幾乃したしきいへ人のうちには そへたまひけりきの可見止以比之毛以満者加宇知能可三仁曽奈利耳介留かみといひ もいまはかうちのかみにそなりにける
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奈越可比奈之也志本奈良奴宇見世起毛里乃なをかひなしやしほならぬうみせきもりの左毛宇良屋万志具女左満之閑里之可那登さもうらやましくめさましかりしかなと安里止之古呂乃止多衣毛宇比〳〵志久奈利尓ありとしころのとたえもうひ〳〵しくな に気礼止心仁者以徒止奈久堂ゝ以万乃心地春留けれと心にはいつとなくたゝいまの心地する奈良比丹奈武春幾〳〵志宇以 ゝ仁久末礼无ならひになむすき〳〵しうい ゝにくまれん也止天給部連八可多之気奈久天毛天以幾天やとて給へれはかたしけなくてもていきて猶幾古衣給部武可之尓者寸古之於保之乃久猶きこえ給へむかしにはすこしおほしのく己止安良武止於毛比 不留尓於那之屋宇奈留ことあらむとおもひ ふるにおなしやうなる御心乃奈川可之左奈 以止ゝ安里可多起春佐比御心のなつかしさな いとゝありかたきすさひ
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王春礼奴布之登於保之遠可礼多留人奈礼者わすれぬふしとおほしをかれたる人なれは於里〳〵八猶乃多末比宇古可之介利閑ゝ流おり〳〵は猶のたまひうこかしけり ゝる保止尓己乃比多知能可見於以乃徒毛利尓也奈ほとにこのひたちのかみおいのつもりにやな屋万志久能三志天毛 心本曽可利介礼八子止やましくのみしても 心ほそかりけれは子と耳堂ゝ己乃君乃御古止遠乃見以比遠起天与にたゝこの君の御ことをのみいひをきてよ呂津乃事堂 己乃御心耳能三万可世天ろつの事たゝこの御心に みまかせて安利徒留世尓八加者羅天徒可宇満川連止乃三ありつる世にはかはらてつかうまつれとのみ阿気久礼以比介利女君心宇起寸久世安利天あけくれいひけり女君心うきすくせありて己乃人耳佐部遠 天以可奈留左満尓者不この人にさへを ていかなるさまにはふ
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者利奈礼者身日止川乃宇起事仁天奈計幾はりなれは身ひとつのうき事にてなけき安可之久良須堂ゝ古乃加宇知能可三乃三曽武可あかしくらすたゝこのかうちのかみのみそむか志与利寸起心安利天春古之奈左計可利介流しよりすき心ありてすこしなさけ りける安者礼尓乃多末比遠 之可寸奈良須止毛於本之あはれにのたまひを しかすならすともおほし宇止満天乃多末者世与那止徒以曽宇志与利うとまてのたまはせよなとついそうしより天以止安左満之幾心能見衣気礼者宇起寸久ていとあさましき心 見えけれはうきすく世安流身仁 加久以幾止満利天者天〳〵せある身に かくいきとまりてはて〳〵者女徒良之起己止ゝ毛遠幾ゝ曽婦留可那止はめつらしきことゝもをきゝそふるかなと人志連寸於毛比志利天人耳左奈武登毛人しれすおもひしりて人にさなむとも
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志良世天安万仁奈利尓介利安留人〳〵以婦可比しらせてあまになりにけりある人〳〵いふかひ奈之止於毛比奈計久加三毛以登徒羅宇遠能なしとおもひなけくかみもいとつらうをの連越以止飛給不保止仁乃古利能御与者比れをいとひ給ふほとにのこりの御よはひ者於保久毛乃志給不羅无以可天可春久之給不はおほくものし給ふらんいかてかすくし給ふ遍幾奈止安以奈乃左可志羅也奈止曽者部へきなとあいなのさかしらやなとそはへ類女流るめる
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